



白髪岳・松尾山








　古市駅→登山口→白髪岳（721m）→松尾山登り口→松尾山（687m）→高仙寺本堂跡→登山口→古市駅　　（歩行　4時間50分　一般向け）





　古市駅→白髪岳　2時間20分→　←1時間50分





　JR古市駅から西に向い、国道を約200m歩いて天神川沿いの車道に入ると、前方に白髪岳の堂々とした山容が目に飛び込む。


　住山集落で右に折れ、程なく立派な案内板の立つ登山口に着く。左にとって谷川の右側を大きく迂回すると登り口が現れ、椿の木の茂る谷間を登っていく。途中で谷から離れて急な斜面に取り付き、白髪岳から南に延びる尾根の上に達する。尾根道はよく踏まれていて、広葉樹に囲まれた気持ちのよいコース。


　やがて山頂手前の肩にある岩場の登りにかかる。ロープを頼りに斜めに登ってしまうと山頂は目と鼻の先。ここからは易しい岩稜となり、楽しく伝って白髪岳の山頂に出る。


　二等三角点標石のある山頂からは遮るもののない素晴らしい展望が開ける。北側には激しい起伏を見せる多紀アルプス。東側には松尾山の向こうに愛宕山、三国山と続き、弥十郎ヶ岳も顔を覗かせる。南側は千丈寺山や虚空蔵山があり、とりわけ虚空蔵山は秀逸。西側では、高岳と妙見山などが重なり、はるか彼方に播州の山々がかすむ。





　白髪岳→古市駅　　2時間20分→　←1時間10分





　次いで松尾山を目指そう。北側に向って大きく下降し、689m峰の山腹を縫いながら右に旋回して再び尾根に出る。樹林の中の道がやがて松尾山の北側を回るようになると、すぐ松尾山への登り口。急坂を200mばかり登れば松尾山の山頂だ。


　樹林の中で展望は望めないが、平坦な地形となっている。付近一帯は南北朝期に大塔宮護良親王の鎌倉幕府追討の令旨を受けて従った酒井氏の出城があった。時代が下って戦国期には明智光秀の丹波攻めにあって落城し、城主酒井氏治が戦死したという。


　標識通りに南に下がっていくと、樹齢100年の千年杉、左側に展望のよい仙の岩がある。さらに下ると、右側に僧のものと思われる20数基の卵塔が一列に並んだ墓地がある。


卵塔墓地を左に折れ、谷あいを経て高仙寺本堂跡に着く。昔は多くの伽藍があったようだが、現在は本堂跡があるのみ。高仙寺は飛鳥時代に創建され、天台宗の寺院として鎌倉時代には七堂伽藍のほか26坊があったとされる。江戸期に衰退して7坊に減少し、大正10年に松尾山の東側山麓の南八代に移された。


　南に下って3基の石仏が並ぶ所で右に折れ、不動の瀧の下に出る。不動明王の瀧ともいわれ、行者たちが瀧に打たれて心身を浄めたらしい。あとは林道に下り、振り出しの登山口に着き、JR古市駅へと歩く。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上


　





　　　（山と渓谷社　発行　「大阪周辺の山２５０」　154頁～5頁　から）

















